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胃癌におけるリンパ管侵襲の検討
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当科における10年間(1970-1979年 )の早期胃癌182例について, リンパ管侵襲 lyとその他の因子 と

の比較検討をおこなった。

m癌 79例はすべて lyOであったが,sm癌 103例の うち ly059例,ly129例,ly2 9例,ly3 6例で,ly陽

性率は44/103,427%で あった。早期胃癌で ly。症allの再発率は 3/138,2.1%で ,ly(十 )症例では 4/

44,9.1%で 両者は有意差 (p<0.05)で あった,す なわち lyが早期目癌の予後を左右する重要な因子

と考えられる.ly陽 性率の高いのは,C領 域の長径4 1cm以 上の,隆 起型の papや tubの 分化型病理

組織型の, リンパ節転移 (十)の 症例であった。

索引用語 i早期目癌,胃 癌のリンパ管侵襲,早 期胃癌 リンパ節転移

1. は じめに                      2,結   果

教室における昭和45年より54年までの10年間の早期    (A)リ ンパ管侵襲程度別の検討

胃癌手術症例は1824/11である.うち再発死亡したものは   ① リンパ節転移程度別の検討 (表1)

7例,3.8%で ある。これらのリンパ管侵襲 (ly)の程   m癌 では全例 ly。であるが,nl,n2例が10例あり,10/

度をみると.lyOは3例で,lyOの再発率は3/138,2.1%  79,12.6%の リンパ節転移がみられた。sm癌 ではnl,

であり,ly十の内訳はly1 2 711,ly3 2例で ly十症例の再   17例 ,n28例 ,n34例 ,29/103,28.1%の転移がみられ

発率は4/44,9.1%で ある。このようにly陽性例の方   た 。Sm癌 ではly129例,ly2 9例,ly3 6例でly陽性率

が再発死亡率は有意に高い (p<005χ2検定).      は 44/103,42.7%であった。 リンパ節転移の有無とly

今回, これらの症例についてその切除標本のリンパ   と の関係をみると,n(一 )例でのly陽性率は26/74,

管侵襲の見なおしをおこない,そ の程度と各種因子と  35。 1%,n(十 )例でのly陽性率は18/29,62%で両群   ‐

の関連性について検討した。             は 有意差を示した (p<0.025,χ2検定以下同じ).

対象症例はm癌 794/1(男53例,28歳～79歳,平均54.4   ② 肉眼型別の検討 (表2)

歳,女26例,31歳～73歳,平均49.2歳),sm癌 103例(男   本 論文での隆起型とはI型,II a型を,混合型とは隆   ‐

74例,31歳 ～82歳,平 均55.6歳,女 2921j31歳～82歳,   起 型と陥凹型の併存を,陥凹型とはII c,II c tt IIIなど

平均55.3歳)の 計182例である。男女比は2.3で,28歳   を さす。ly陽性率は隆起型で10/14,71.4%,混合型で

～82歳,平 均54.3歳である(図1).m癌 79例のリンパ   9/17,52.9%,陥 凹型25/71,35.2%である.隆 起型

管侵襲 lyは全例 lyOであり,ly程 度別の各種因子との   と 陥凹型とは有意差 (p<0.05)で あった.

比較検討はsm癌 102例についておこなった。       ③ 組織型別の検討 (表3)
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表 1 リ ンパ管侵襲とリンパ節転移

友 2 リ ンパ管侵裳と肉眼型

ly陽性率 はpap型 4/7,57.1%,tub型 31/63,

50%,por型 3/12,25%,sig型 6/22,27.2%である。

pap,tubの ような分化 した癌型の症例では35/69,

507%の ly陽性率は,por,sigのような低分化型の癌

症例での 9/34,26.4%と は有意差であった。(p<

005).ly陽性率はpap型が最も高く,ついでtub型で

25(1315)

表 4 リ ンパ管侵襲と大きは

表 5 占 居部位とリンパ管侵製

あり,sig型,por型 は低かった。

④ 大きさ (長径)別 の検討 (表4)

ly陽性率はl cm以下のもので2/3,66%,1.1～ 2

cm, 6/18,33%,2.1～ 4 cm14/27,29.7%,4.1～ 6

cm,14/23,60,8%,6.lcm～ 8/12,66%で ある。1

cm以 下の小さなものと,2.1～ 4 cmの 中程度大とは

有意差はないが,21～ 4 cmの 中程度大のものと,4.1

cm以 上の大きいものとは有意差である (p<0.01).

⑤ 占居部位別の検討 (表5)

ly陽性率はA・AMで 19/45,42.2%,M・ MCoMA

は15/46,32.6%,C・CMは 8/9,88.8%で ある.A

とM間 に有意差はないが,Mと cと は有意差である

(p<001).

次にリンパ管侵襲についての以上の検討がリンパ節

転移とどのようなつながりがあるかを知るために,m

癌 sm癌 についてリンパ節転移程度房1に同様の検討を

おこなった。

(B)リ ンパ節転移程度別の検討

① 肉眼型別の検討 (表6)

隆起型と陥凹型のリンパ節転移陽性率はm癌 でそ

れぞれ 1/17,5.8%, 7/54,12.9%,sm癌 で 4/14,

28.5%と20/69,28,9%と差はみられなかった (0.1<

p<0.9).

表 3 リ ンパ管侵襲と組織型
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② 組織型別の検討 (表7)

m癌 でpap型,tub型 ,por型 ,sig型のそれぞれの

n陽 性率は1/11,9.1%,3/29,10.3%,2/13,15,4%,

4/26,15.4%で ある。sm癌 ではそれぞれ 1/6,

16.6%, 16/64, 25%, 1/12, 8.3%, 11/21, 523%

である.pap型 ,tub型 の分化型とpor型,sig型の低

分化型とに有意差はなかった (0.1<p<0.9).

③ 大きさ (長径)別 の検討 (表3)

m癌 で,l cm以 下 0/4,1.1～ 2cm 1/14,14.3%,

2.lcm～ 4cm 2/30,6.6%,4.1～ 6cm 5/19

26.3%,6.lcm以 上 1/12,8.3%で ある。sm癌 では 1

cm以 下 0/1,1.1～ 2cm 3/20,15%,2,lcm～ 4 cm

ンパ管侵襲の検討 日消外会誌 15巻  8号

9/47,19.1%,41～ 6 cml1/24,45.8%,6.lcm以

上 6/11,54.5%である。m癌 では大きさ別の n陽 性率

に有意差はない(0.1<p<0.9)。sm癌 では11～ 4 cm

の中程度大のものと,4 1cm以 上の大きいものとの間

に p<0005で 有意差があった。

④ 占居部位別の検討 (表9)

m癌 での A,M,Cで の n陽 性率はそれぞれ 4/23,

174%, 5/48,104%, 1/6,166%で ある.sm癌

ではそれぞれ14/49,28.5%,13/45,28.8%, 1/6,

166%で ある。m ttsm癌 での占居部位別の n陽 性率

は01<p<09と 有意差はなかった。

3 . 考 察

最近われわれが経験 した sm胃 癌で術後 3カ 月 日に

腹膜再発をおこし, 7カ 月目に死亡 した症例は リンパ

管侵襲の程度は ly3であつたり.

早期胃癌の術後再発についてみると,阪 大第 2外科

では182例中 74a138%で ある。第 6回 日本消化器外科

学会大会で早期胃癌の術後再発について発表 された11

施設のデータを集計すると,2201例中108例,4.9%の

再発となり,その うち リンパ管侵襲の程度 lyの明らか

な24例の うちly陽性例は21例,ly(一 )は 3711で,ly

陽性率は87.5%で ある。 リ ンパ節転移の有無の明らか

な47例では,陽 性率は21/47,44.6%であ り,両 群の陽

性率をくらべると有意差 (p<0.005)で あった。早期

胃癌の再発様式を転移部位別にみると,肺 ・肝への血

行転移が27/50例,54%で 最も多 く,リ ンパ節再発10例

20%,残 胃再発 9例 ,18%,腹 膜再発 4例 8%で ある。

早期胃癌の予後を左右する因子の一つ として佐野りは

リンパ管侵襲をあげているが,本 因子 との関連性につ

いて,こ れまでに石樽らI),榊原 ら力め,高 木らゆ,岸 本

らいの報告がみられる。 こ れらによると深違度別の ly

陽性率はm癌 では93～ 31%,sm癌 では42～68%と ,

sm癌 により高 く1ン)516),著者の成績では m癌 0,sm癌

42%で ある。ly程度別の 5生 率の当科での成績を東ゆ

が報告しているが,m,sm癌 で ly6は136/138,98.6%

で ly(十)は 40/44,90.9%であるが,pm胃 癌でみる

とly028/3580%,ly(十 )25/3473.5%と 因子の予後

に及ぼす影響の大きいことが確かめられている。 リン

パ節転移 n別 で は nOのly陽性率 は33%で あ るが n

(十)のそれは90.6%であるゆ.本 検討ではnOで18%,

n(十)で46%で ある.肉 眼型分類では隆起型にly陽性

が多い。.本 検討でも同じく隆起型の方が陥凹型より

多かった。組織型についてみると高木 らめによると一

定の傾向はない とされたが,本 検討では高分化型の
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papや tubに高 く,porや sigの低分化型に低い陽性

率であった。大きさについては高木
5),石

樽
1)と同様,

本検討で腫瘍が大 きくなるにつれて ly陽性率が高 く

なっている。しかし榊原りによると腫瘍が16cm2以上の

大きさになると逆に陽性率の低下があるといってい

る。占居部位別の ly陽性率の検討はこれまでなされて

いなかったが,私たちの今回の検討では C領 域での ly

陽性率が Mや A領 域にくらべて高かった.

なお リンパ節転移 nと 各種因子 との関連性につい

て,lyと 同様に検討したが,大 きさについてのみ lyと

同様の相関あ りのと結果であった。

4 . まと め

早期胃癌182例について リンパ管侵襲の程度 とその

他の各因子 と比較検討をおこなった.

① m癌 79例はすべてlyOであったが,sm癌 では103

例のうちly059例,ly129例,ly2 9例,ly3 6例でly陽性

率は44/103,42.7%であった。

② sm癌 についてlyと各種因子について検討した。

ly陽性率が有意に高かったものは, リンパ節転移の有

無別ではn(十)のもの,肉 眼型は隆起型のもの,組 織

型ではpapや tub型の分化型のもの,大 きさ別では長

径4.lcm以上の大きいもの,占居部位別ではC領 域の

ものであった。

③ 早期胃癌でlyO症例の再発率は3/13821%で ,

ly(十)症例では4/44,9.1%と両者は有意差であった。

すなわちlyが早期胃癌の予後を左右する因子として

27(131の

重要であるといえる。このことか らly陽性の可能性が

予測 される症例に対 しては,術 前から化学療法をおこ

な うことを考慮す るとともに,術後 ly陽性が判明した

症例については,早 期 胃癌 といえども十分な化学療法

をおこなって詳細な follow‐upを す ることが必要 と考

えられる.

本論文の要旨は第16回日本消化器外科学会総会において

発表した。
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